
当院のパスの経緯と現状

愛媛県立三島病院

パス委員 近藤昭子



病院の概要
・病床数・・・一般179床、感染床４床、計183床

（19年度 実稼動病床数150床、20年度 実稼動病床数110床）

・診療科・・・13科

内科・呼吸器科・循環器科・小児科・外科・整形外科・脳神経外

科・泌尿器科・放射線科・麻酔科・産婦人科・眼科・耳鼻咽喉科

（産婦人科・眼科・耳鼻咽喉科の３科は休診）

・平均在院日数・・・20,83日（平成19年12月～20年2月）

・病床利用率・・・67,4％（平成19年12月～20年2月）

・一日平均患者数・・・入院101,1人、外来347,0人

（平成19年12月～20年2月）

・手術件数・・・341件（平成19年度）

・看護配置基準・・・10：1 （平成19年度）



職員数：164名
（派遣・臨時・パート職員や、育児・介護・病気等の
休暇職員を含む）

• 医師 12名
• 検査技師 7名
• 看護師 103名
• 放射線科技士 5名
• 理学療法士 7名
• 栄養士 2名
• 薬剤師 7名
• 事務他職員 21名



現在の状況

• 宇摩圏域の中核病院として、地域に不足
する医療を補充すると共に、ＩＣＵや高度
医療機器を整備し、緊急時の高い循環器
疾患や脳疾患に対応できる体制により、
救急医療を行っているほか、小児救急に
おいても、大きな役割を果たしている。

し か し・ ・ ・ ・



ここ数年の動き
• 平成16年度・・・ 産婦人科・耳鼻科の休止

整形外科医師の減少 3名→2名
病床数の休床（160床→150床）

薬の統一購入

後発品の採用推進

• 平成17年度・・・ 診療材料の購入単価の統一

• 平成18年度・・・ 脳外科医師の減少 2名→１名

外科外来化学療法室開設

病院機能評価受審

• 平成19年度・・・ 診療材料費削減プロジェクト計画実践

• 平成20年度・・・ 病床数の休床(150床→110床)
給食外部委託



医師の在勤務年数
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パス委員会のあゆみ

• 平成13年度・・看護部パス委員会・院内パス委員会発足
• 平成14年度・・パス作成・導入の決まり事作成
• 平成15年度・・院内パス委員会の定期的活動開始・バリアンス

アセスメントツール・基本的フォーマット等の取り決め
• 平成16年度・・パス大会第一回開催
• バリアンス集計開始
• 平成17年度・・パス大会第二回開催

パソコンでのスタッフ間の共有化
• 平成18年度・・パス大会第三回開催

バリアンスのコード化
パスのイントラネットでのスタッフ間共有化
市内医療施設間の地域連携活動開始
パスマニュアル作成

• 平成19年度・・パス大会第四回開催
看護師へのパスに対する意識調査実施

バリアンスの取り決めの明文化



承認パスの作成

平成13年度作成

・在宅酸素療法導入・糖尿病教育入院・心臓カテーテル検査

・腹腔鏡下胆嚢摘出術・腹腔鏡下大腸切除術・胃切除術

・下肢静脈瘤手術・ＣＴガイド下肺生検

平成14年度作成

・腹膜透析導入・帝王切開術・急性アルコール中毒・急性心筋梗塞

・睡眠時無呼吸症候群・大腿骨頚部・骨折観血的骨接合術・ばね指

・小児鼓膜切開・CTA検査・大腸内視鏡検査・生検摘出局麻手術

・扁桃摘出・鼻中隔手術・ＰＣＩ

平成15年度作成
・急性アルコール中毒・急性心筋梗塞 ・シャント造設術・前立腺生検

・経皮内視鏡胃婁造設術・脊髄造影検査・ペースメーカー植え込み

平成16年度作成
・ソケイﾍﾙﾆｱ根治術・注腸処置・大腿骨人工骨頭置換術

・低身長負荷テスト

平成17年度作成
・前立腺生検（改訂）・小児肺炎 ・小児急性腸炎 ・小児気管支喘息

・入院用CF ・SAS（改訂）・心カテ（改訂）

平成18年度作成
・PEG（経皮的胃婁造設術）・ヘルニア・慢性硬膜下血腫除去術

・膝関節内視鏡下手術

平成19年度作成
・腸切除・神経根造影・ブロック・椎間板造影・CT造影検査

・小児科低身長・胃切除術化学療法・大腸内視鏡検査（改訂）



年度別パス使用状況



平成16年度から平成19年度のパス使用件数
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現在のパス活用方法



現在のパス活用方法



現在のパス活用方法



看護部パス委員会の活動内容

• パスの作成（各部署にて）

• パスの修正

• 使用パスのデータ収集

• パス大会の企画・運営

• 院内パス委員会への議題提示



院内パス委員会の活動内容

• 作成パスの修正・承認

• パス大会の企画・運営

• 地域連携パスの参加活動



１．バリアンス分析と評価

２．パス運用上のシステム

３．パスの啓蒙

現状からの課題



１．バリアンス分析と評価
・ 医師やコメディカルの協力体制

・ 患者満足度・医療者の職務満足度・経済
効果

現状からの課題



２．パス運用上のシステム

・ 指示箋・伝票類に関して
・ パスのプリントアウトに関して
・ バリアンス集計について

現状からの課題



３．パスの啓蒙

現状からの課題



用語の理解について

0% 20% 40% 60% 80% 100%

バリアンスの種類

逸脱

変動

正のバリアンス

負のバリアンス

知っている 少し知っている 知らない わからない

～看護師への意識調査から～

（単位：％）



業務の効率化に有用か

0% 20% 40% 60% 80% 100%

患者家族への対応

検査・処置の手配準備

他部門に対する連絡

医師の指示と確認

患者への個別対応

記録

計画などの設定

効率化

有用 少し有用 有用でない わからない 無回答

～看護師への意識調査から～

（単位：％）



３．パスの啓蒙

・ 有用性の理解と使用
・ パスの有効な機能の体制

現状からの課題



パス推進のためには

組織内を横断的に活動できる

「幹」となる人材

各部署にリーダー
シップを発揮する
「枝」となる人材



真のチーム
医療を目指す医師

放射線

技師

検査

技師

栄養師 医事課

理学療法士

他

看護師

薬剤師

患者



パスを育て拡げていく



御静聴ありがとう
ございました
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